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成果 (以下では､佐藤群論と呼ぶことにする)を､しできる限り分か りやす く説明することを








ただ し､W,.は a.の関数で ∂~nは形式的に∂~n-(蕊)~nで定義 されている｡ これは､
Leil二)nitz月rL､





を,n が負の整数の場合にも成 り立っとして導入 された ものである｡ 簡単のために有限個 の
項か らなるW(-Wm )- ∂m+wl∂m~1十 ･-+wm について次の常微分方程式を考える.
Wm∂mf(I)-(∂m+wl∂mll+ -･十wm)i(x)-0
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が得 られる｡ この式の分母は Wronskianになっている_ことを注意 したい.
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(孟 一芸 )h(I;i)-0, n-1,2,･･･
の解である｡また､躍 (3'i)-瑠警-旦二吐出 も成 り立っているoWm(すなわちそ∂3n
の係数 W)I) も時間変数 iに依存 しているとすると､これまでの結果から､
Wm(諾;i)-
ん㌘ … 軒 ) ∂-m
h崇)_1 ...htim_)1 ♂-1


















を満足す ることが示 せ る. た だ し ､Bn-(Ln)+であり､ー具 体 的 に は ,Bl -∂,B2-
∂2+2u2,B3-∂3+31L2∂+3-L3+ 3u2.8と表わされる.この L ax 形 式 か ら 無 限 個 の非線形
方程式が得 られるが､意味 の あ る 最 も簡単なものがRadom tsev-P etviashvili(K P ) 方 程 式､
; (4㌢ 12u22 - % )-3% -0
であるので､I(P方程式系と呼ばれている｡
IJaX形式に付随 した線形問題











































と表わされるO ここで､和は m 個の非負の整数のすべての可能な組合せに対 してとられて
いる｡
数の組 (el,e2,- ,2m)に対 して､佐藤氏考案の Mayaゲームという石並べゲームが対応








一般に､任意の解析函数は Sy粥 を剛 ､て､f(i)-∑ySy(i)cyと展開で きるO ただ
し､直交条件から､C､′±Sy(∂`)f･(耶 =oとなるo また ∂ヾ`-(款,-与怠,吉患,- )であるo




































































































ならないo この結果を一般化すると､T函数を Sy(i)で展開 した元 ヵゝ らl(P方程式系が直
接出て くることがわかる｡
最後に､佐藤方程式､Lax方程式および付随 した線形問題に現われ.る変数はたとえば､








の うちの二つを紹介 しよ う｡一つは多成分 ⅨP方程式系である｡擬微分作用素
W= E+wla-1+W28-2+ W38.3+ ･･･





を導入す ると､ 3節 と同様
- -lBi,L,･欝 -酢 C(メ)】
aL
ali')
の一般化 された Lax形式が得 られるo ここで ∂/a-E(l)+∂/ai(12)- ∂/axの関係が成立 して
いることを注意 しておく.r-2の場合にこの形式か ら得 られ るも′つとも簡単な非線形方程
式 は
aocL'l(,12.,'∂2C'121' 軒 (蒜 +茅 購 'ci,Ilo,･-一 一研 --2C(121)2Ctll)+2ci121)u(1…),aui21)
のよ うな ものである｡ いま､














芸 -【Bn(S)･Ll･芸 -lcn(S),L]･諾 -【Bn(S),M),諾 -lcn(S),M],
の一般化 された I,ax形式を得るoただ し､Bn(S)-(Ln)+,Cn(S)-(Mn)_ である｡ここ
で､+ は e-∂B,e-2∂e･･･を含まない部分を表わ し､_ は eOae,e∂6,-･を含まない部分を表I
わす｡ この形式か ら得 られる自明でないもっとも簡単な方程式は
聖地 -vo(S)(ul(Sト tLl(S-1)),箸 とニ vーo(S･.)･vo(S)∂3:1











が得 らalる｡ こj'Lか ら
筈-;(孟logQ),q'1'≡差 U,"/"'
となり､1,を 人で展開 して､人のべ きを比較することにより､各q51)が保存密度を与え る
ことがわかるo Lax形式を用いて､u3,tL4,- を 1L2で表現すると､ q)tl),)A-1,2,3,･･･は
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I(P方程式の無限個の保存密度を表わすことになるO さらに､車に対 して､£ (仲 ')は線 形
化 された KP方程式
芸 言 憲 一 3品 (us)-言∂瑠 - o
を満足 していることが示せ､その結果､£(函 *)を 人で展開 したものは7(P方程式の撫 限
個の対称性を与えることがわかる｡ なお､T函数による表現を用いると､各対称性は IL･2を
佐藤理論で導入 された無限個の時間変数 inで微分 したものになっていることも示せるO
6.おわ りに
これまでで函数の理論の紹介 と拡張および応用についての議論を行なってきた｡ 興味あ る
テーマとして､(とくに高次元問題へ) さらに拡張できるかということが挙げられる｡ そ の
点について最近の研究結果の一つを紹介 して稿を閉 じることにする｡















































の行列式に適用 してみる. ここで A は
i(n-2)y. fC;(n-2)yl - f(n-2)81(n-2)yl







I(;-1)yl I(n-1)ylBl - f(n-1)cl(nl1)yl
は3次形式で書かれた方程式､
pi(a)pl(-∂l)T Pi(a)pm上 ′々)T Pi(





の解 となることが示せるo ここで､∂'Eま∂'-(鼓,妄念 ,喜怠 ,･-)で定義 さjlているも
のである｡(i,i,A)-(∫,m,m)-(0,1,2)のもっとも簡単な場合､上の方程式は変数変換
W-鼓 JogT,q--2p2ト5')logTによ-て､
wy3-(wyl+q)y.,(qC,+qcICl)wCl- (wC,十wGlCl)qCll2wx31-0
の結合型方程式に帰着される｡これは4次元の方程式であり､上記の3次形式で表わされる
方程式は本質的に新 しい系を与えていると考えることができる｡
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